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　★ＨＣＶ抗体の検出を目的とする体外診断用医薬品の適正使用について

HCV 抗体の検出を目的とする体外診断用医薬品（ＨＣＶ抗体検査薬）において、現時点での検査技術

水準等を踏まえた適正使用情報を医療関係者に提供するため、厚生労働省が各企業に指導した国立感染症

研究所による依頼試験の結果がとりまとめられた。

この結果を踏まえ、各 HCV 抗体検査薬の使用上の注意等、添付文書の記載内容の一部が改訂された。

性能情報等に留意の上、診断目的に応じた製品を選択する等、適正使用を呼びかけることとなった。

医薬品・医療用具等安全性情報　No.175

★ 大動脈内バルーン（I A B ）カテーテルによる胸部大動脈損傷について

IAB カテーテルを使用していた患者が胸部大動脈損傷により死亡したとの報告を受け、調査が行われて

きたが、基本的にすべての IAB カテーテルについて、同様の有害事象が発生するおそれがあると考えら

れるため、IAB カテーテル使用時には以下に注意。

①定期的に留置状態について確認し、バルーン破裂等と併せて十分な患者のモニタリングを行うこと。

②IAB カテーテル挿入時に大腿動脈部で抵抗がある場合又はカテーテル留置後には、その全体の走行を

　透視下で確認して、カテーテルシャフトのたわみが認められた場合には、カテーテルをやや引き抜く

　などたわみを残したまま、ポンピングすることのないように注意。

医薬品・医療用具等安全性情報　No.176

★ ダカルバジン注

『効能・効果』ホジキン病（ホジキンリンパ腫）

『用法・用量』通常成人・小児ともに、他の抗悪性腫瘍剤との併用において、ダカルバジンと

　　　　　　　して 1日 1回 375mg/ｍ２を静脈内投与し、13 日間休薬する。

　＊使用上の注意：溶解後は遮光することが望ましい。点滴静注する場合は点滴経路全般を遮光するこ

　　　　　　　　　と。副作用がみられた場合は、その副作用が消失するまで休薬すること。

★ アレグラ錠（6 0 m g ）

　　『効能・効果』皮膚疾患（湿疹・皮膚炎、皮膚掻痒症、アトピー性皮膚炎）に伴う掻痒

★オメプラール錠（2 0 m g ）

　　『効能・効果』胃潰瘍または十二指腸潰瘍におけるヘリコバクター・ピロリの除菌の補助

　　『用法・用量』通常、成人にはオメプラゾールとして1 回 20mg、アモキシシリンとして 1回 750mg
　　　　　　　　（力価）及びクラリスロマイシンとして 1 回 400mg（力価）の 3剤を同時に 1日 2 回、

　　　　　　　　　7 日間経口投与する。

効能・効果追加のお知らせ



　　成分名（薬品名） 　　　　　　　　　　　　　　主な改訂内容

※ﾐﾀﾞｿﾞﾗﾑ（ﾄﾞﾙﾐｶﾑ注）

　　　　　　　　　

※以外

警告：新生児に対して急速静脈内投与をしてはならない。［急速静脈内投与後、重度

　　　の低血圧及び痙攣発作が報告されている。］

禁忌：HIVﾌﾟﾛﾃｱｰｾﾞ阻害剤(ﾘﾄﾅﾋﾞﾙ等)及びHIV逆転写酵素阻害剤（ｴﾌｧﾋﾞﾚﾝﾂ等）を投

　　　与中の患者

相互作用：本剤は、主としてCYP3A4で代謝される。

併用禁忌：HIVﾌﾟﾛﾃｱｰｾﾞ阻害剤(ｻｷﾅﾋﾞﾙ､ｱﾝﾌﾟﾚﾅﾋﾞﾙ等)；これらの薬剤によるCYP3A4に
　　　　　対する競合的阻害作用。

重大な副作用：心室頻拍、悪性症候群（無動緘黙、強度の筋強剛、嚥下困難、頻脈、血

　　　　　　　圧の変動、発汗が発現し、それに引き続き発熱がみられる場合、投与中

　　　　　　　止。体冷却、水分補給等の全身管理とともにﾀﾞﾝﾄﾛﾚﾝﾅﾄﾘｳﾑの投与等適切

　　　　　　　な処置を行うこと。本症発症時にはWBCの増加、血清CKの上昇、ﾐｵｸﾞ

　　　　　　　ﾛﾋﾞﾝ尿を伴う腎機能障害の低下見られることあり。高熱が持続し、意識

　　　　　　　障害、呼吸困難、循環虚脱、脱水症状、急性腎不全へと移行することが

　　　　　　　ある。）

慎重投与：肝障害、腎障害（代謝・排泄が遅延し、作用が強く又は長くあらわれるおそ

　　　　　れあり）、重症心不全等の心疾患のある患者（症状の悪化をきたす）

併用注意：ｸﾗﾘｽﾛﾏｲｼﾝ（中枢神経抑制作用が増強のおそれあり）

その他の副作用：CK上昇

妊婦、産婦、授乳婦等への投与：妊婦又は妊娠している可能性のある婦人には投与しな

　　　　　　　　　　　　　　　いことが望ましい。（妊娠中の投与に関し、次のよう

　　　　　　　　　　　　　　　な報告があるなど安全性は確立されていない。）

　　1)妊娠中に他のﾍﾞﾝｿﾞｼﾞｱｾﾞﾋﾟﾝ系薬剤の投与を受け、出生した新生児に口唇裂（口

　　　蓋裂を伴うものを含む）等の報告あり

　　2)妊娠末期の妊婦へ投与又は分娩中の患者に高用量を投与したとき、胎児に心拍数

　　　の不整、新生児に低血圧、哺乳困難、低体温、呼吸抑制の報告あり

小児への投与：急速静脈内投与後、重度の低血圧及び痙攣発作の報告あり

※ｻﾆﾙﾌﾞｼﾞﾝ（ｾﾞﾘｯﾄｶﾌﾟｾﾙ） 警告：本剤の投与を受けた患者で、急性の四肢の筋脱力、腱反射消失、歩行困難、呼吸

　　　困難等のｷﾞﾗ ﾝ ･ ﾊ ﾞ ﾚ ｰ症候群に類似した経過及び症状があり、これらの多くは乳酸ｱ

　　　ｼﾄ ﾞ ｰ ｼ ｽ発現例に認められ、死亡例の報告もある。本剤投与中は、全身倦怠感、悪

　　　心 ・嘔吐、腹痛、急激な体重減少、頻呼吸、呼吸困難等の乳酸ｱｼ ﾄ ﾞ ｰ ｼ ｽが疑われ

　　　る症状、あるいはｷﾞ ﾗ ﾝ ･ ﾊ ﾞ ﾚ ｰ症候群に類似した症状に注意。

重要な基本的注意：本剤の使用に際しては患者またはそれに代わる適切な者に、次の事

　　　　　　　　　項についてよく説明し同意を得た後、使用すること。

　　　　　　　　　「乳酸ｱｼﾄﾞｰｼｽがあらわれることがあるので、全身倦怠感、悪心・

　　　　　　　　　　嘔吐、腹痛、急激な体重減少、頻呼吸、呼吸困難、四肢の筋脱力、

　　　　　　　　　　腱反射消失、歩行困難等の症状があらわれた場合は直ちに担当医

　　　　　　　　　　に報告すること。特に、ｷﾞﾗﾝ･ﾊﾞﾚｰ症候群に類似した上行性の神

　　　　　　　　　　経筋脱力は本剤に特徴的な症状であるので注意。また、乳酸ｱｼﾄﾞ

　　　　　　　　　　ｰｼｽの症例において、重度の脂肪肝を伴う肝腫大が報告されてい

　　　　　　　　　　る。」

重大な副作用：全身倦怠感、悪心・嘔吐、腹痛、急激な体重減少、頻呼吸、呼吸困難、

　　　　　　　ｷﾞﾗﾝ･ﾊﾞﾚｰ症候群に類似した症状（四肢の筋脱力、腱反射消失、歩行困

　　　　　　　難、呼吸困難等）に注意。また、乳酸ｱｼﾄﾞｰｼｽの症例において、重度の

　　　　　　　脂肪肝を伴う肝腫大が報告されている。

※芍薬甘草湯

（ﾂﾑﾗ芍薬甘草湯ｴｷｽ顆粒）

※以外

用法及び用量に関する使用上の注意：治療上必要な最小限の期間の投与にとどめること

重大な副作用：うっ血性心不全、心室細動、心室頻拍（Torsades de Pointesを含む）が

　　　　　　　あらわれることがあるので血清K値の測定などの観察を行い、動悸、息

　　　　　　　切れ、倦怠感、めまい、失神等の異常があらわれた場合は投与中止。

慎重投与：高齢者

☆ Drug Safety Update No.108 より使用上の注意改訂のお知らせ

改訂内容の重要度　★：最重要　※：重要　無印：その他



※ﾌｪﾆﾄｲﾝ（ｱﾚﾋﾞｱﾁﾝ錠・細粒）

ﾌｪﾆﾄｲﾝﾅﾄﾘｳﾑ（ｱﾚﾋﾞｱﾁﾝ注）

※以外

重大な副作用：・遅発性の重篤な過敏症状（初期症状として発疹、発熱がみられ、さら

　　　　　　　　にリンパ節腫脹、肝機能障害、白血球増加、好酸球増多、異型リンパ

　　　　　　　　球出現等を伴う遅発性の重篤な過敏症状があらわれることがある。発

　　　　　　　　疹、発熱、肝機能障害等の症状が再燃あるいは遅延化することがある

　　　　　　　　ので注意)
　　　　　　　・ALT、AST、γ-GTPの上昇等を伴う肝機能障害、黄疸

相互作用：主として薬物代謝酵素CYP2C9および一部CYP2C19で代謝される。また、

　　　　　CYP3Aの誘導作用を有する。

併用注意：ﾁｵﾘﾀﾞｼﾞﾝ（ﾌｪﾆﾄｲﾝの血中濃度が上昇又は低下することがある）

　　　　　ﾒｷｼﾚﾁﾝ、ﾊﾟﾛｷｾﾁﾝ、ｸｴﾁｱﾋﾟﾝ、ﾌﾟﾗｼﾞｶﾝﾃﾙ（これらの薬剤の血中濃度）

その他の副作用：AST、ALT、γ-GTPの上昇等の肝機能障害

その他の注意：経腸栄養剤を投与中の患者で、本剤の血中濃度が低下したとの報告あり。

※ｻﾗｿﾞｽﾙﾌｧﾋﾟﾘｼﾞﾝ（ｱｻﾞﾙﾌｨｼﾞ

　　ﾝEN錠、ｻﾗｿﾞﾋﾟﾘﾝ坐剤）

※以外

重大な副作用：血小板減少、貧血（溶血性貧血、巨赤芽球性貧血、葉酸欠乏等）、無菌

　　　　　　　性髄膜(脳)炎、AST、ALTの著しい上昇を伴う肝炎、肝機能障害、黄疸

併用注意：ｱｻﾞﾁｵﾌﾟﾘﾝ、ﾒﾙｶﾌﾟﾄﾌﾟﾘﾝ（白血球減少等の骨髄抑制があらわれるおそれあり）

酒石酸ｿﾞﾙﾋﾟﾃﾞﾑ（ﾏｲｽﾘｰ錠） 重大な副作用：せん妄

ﾌｪﾉﾊﾞﾙﾋﾞﾀｰﾙ（ﾌｪﾉﾊﾞｰﾙ散･注）

ﾌｪﾉﾊﾞﾙﾋﾞﾀｰﾙNa（ﾜｺﾋﾞﾀｰﾙ坐）

塩酸ｸﾛﾙﾌﾟﾛﾏｼﾞﾝ･塩酸ﾌﾟﾛﾒﾀ

ｼﾞﾝ･ﾌｪﾉﾊﾞﾙﾋﾞﾀｰﾙ

　　　　 （ﾍﾞｹﾞﾀﾐﾝ錠A･Ｂ)
臭化ﾒﾍﾟﾝｿﾞﾗｰﾄ･ﾌｪﾉﾊﾞﾙﾋﾞﾀｰﾙ

　　　　　　（ﾄﾗﾝｺﾛﾝP錠）

重大な副作用：遅発性の重篤な過敏症状（初期症状として発疹、発熱がみられ、さらに

　　　　　　　リンパ節腫脹、肝機能障害、白血球増加、好酸球増多、異型リンパ球出

　　　　　　　現等を伴う遅発性の重篤な過敏症状があらわれることがある。発疹、発

　　　　　　　熱、肝機能障害等の症状が再燃あるいは遅延化することがあるので注意 )
相互作用：本剤は薬物代謝酵素CYP3A等の誘導作用を有する

併用注意：ﾊﾟﾛｷｾﾁﾝ（これらの薬剤の血中濃度が低下し、作用が減弱することがある。）

ｶﾙﾊﾞﾏｾﾞﾋﾟﾝ

　　　　（ﾃｸﾞﾚﾄｰﾙ錠･細粒）

重大な副作用：・肝機能障害、黄疸（劇症肝炎に至ることがある）

　　　　　　　・房室ﾌﾞﾛｯｸ、洞機能不全、徐脈

その他の副作用：頻尿、舌炎、腹痛

併用注意：ﾘｽﾍﾟﾘﾄﾞﾝ、ﾌﾏﾙ酸ｸｴﾁｱﾋﾟﾝ、ﾛﾋﾟﾅﾋﾞﾙ、ﾒｼﾙ酸ｲﾏﾁﾆﾌﾞ (これらの薬剤の作用を減弱)
　　　　　ｸﾞﾚｰﾌﾟﾌﾙｰﾂｼﾞｭｰｽ（本剤の代謝抑制）

ｿﾞﾆｻﾐﾄﾞ（ｴｸｾｸﾞﾗﾝ錠･散） 重大な副作用：・遅発性の重篤な過敏症状（初期症状として発疹、発熱がみられ、さら

　　　　　　　　にリンパ節腫脹、肝機能障害、白血球増加、好酸球増多、異型リンパ

　　　　　　　　球出現等を伴う遅発性の重篤な過敏症状があらわれることがある。発

　　　　　　　　疹、発熱、肝機能障害等の症状が再燃あるいは遅延化することがある

　　　　　　　　ので注意)
　　　　　　　・腎・尿路結石（腎疝痛、排尿痛、血尿、結晶尿、頻尿、残尿感、乏尿

　　　　　　　　等があらわれたら投与中止）

　　　　　　　・発汗減少に伴う熱中症（発汗減少、体温上昇、顔面潮紅、意識障害等

　　　　　　　　がみられた場合には減量、中止、体冷却等を行う）

相互作用：主として薬物代謝酵素CYP3Aで代謝される

ｲﾌﾞﾌﾟﾛﾌｪﾝ（ﾌﾞﾙﾌｪﾝ錠） 併用注意：ｱｽﾋﾟﾘﾝ製剤（血小板凝集抑制作用を減弱する報告あり）

ﾀﾞﾝﾄﾛﾚﾝﾅﾄﾘｳﾑ（ﾀﾞﾝﾄﾘｳﾑ注） 慎重投与：高齢者

その他の副作用：消化管出血

高齢者への投与：高齢者では患者の状態を観察しながら慎重に投与（一般に高齢者では、

　　　　　　　　生理機能低下あり）。

ｵﾌﾛｷｻｼﾝ（ﾀﾘﾋﾞｯﾄﾞ眼軟膏） 重大な副作用：ｱﾅﾌｨﾗｷｼｰ様症状（紅斑、発疹、呼吸困難、血圧低下、眼瞼浮腫等）

その他の副作用：眼瞼炎、眼瞼皮膚炎、結膜炎（浮腫等）、びまん性表層角膜炎等の角

　　　　　　　　膜障害

塩酸ﾌﾞﾅｿﾞｼﾝ

　　　　（ﾃﾞﾀﾝﾄｰﾙ点眼液）

副作用：眼瞼炎、眼瞼皮膚炎、角膜びらん、びまん性表層角膜炎等の角膜上皮障害、頭

　　　　痛

ﾄﾛﾋﾟｶﾐﾄﾞ･塩酸ﾌｪﾆﾚﾌﾘﾝ

　　　　 （ﾐﾄﾞﾘﾝP点眼液）

禁忌：本剤成分過敏症

重大な副作用：ｱﾅﾌｨﾗｷｼｰ様症状（紅斑、発疹、呼吸困難、血圧低下、眼瞼浮腫等）

その他の副作用：眼瞼炎、眼瞼皮膚炎、結膜炎（結膜充血･浮腫、眼脂等）

ﾚﾎﾞﾌﾛｷｻｼﾝ（ｸﾗﾋﾞｯﾄ点眼液） 重大な副作用：ｱﾅﾌｨﾗｷｼｰ様症状（紅斑、発疹、呼吸困難、血圧低下、眼瞼浮腫等）

その他の副作用：眼瞼炎、眼瞼皮膚炎、結膜炎（浮腫等）

塩酸ｴﾎﾆｼﾞﾋﾟﾝ（ﾗﾝﾃﾞﾙ錠） その他の副作用：血小板減少

ｶﾝﾃﾞｻﾙﾀﾝｼﾚｷｾﾁﾙ（ﾌﾞﾛﾌﾟﾚｽ錠） その他の副作用：光線過敏症、舌のしびれ感、四肢のしびれ感、味覚異常

ｷﾅﾌﾟﾘﾙ（ｺﾅﾝ錠） その他の副作用：口内炎、痰、息苦しさ、咽頭炎、尿酸上昇、発熱

ｱﾐﾉﾌﾘｰﾄﾞ（ｱﾐﾉﾌﾘｰﾄﾞ） 適用上の注意（投与時）：本剤の血管外漏出が原因と考えられる皮膚壊死、潰瘍形成が

　　　　　　　　　　　　報告されているので、点滴部位の発赤、浸潤、腫脹等の血管

　　　　　　　　　　　　外漏出の徴候の注意



ﾌﾟﾚﾄﾞﾆｿﾞﾛﾝ

（ﾌﾟﾚﾄﾞﾆｿﾞﾛﾝ錠、ﾌﾟﾚﾄﾞﾆﾝ錠）

ｺﾊｸ酸ﾌﾟﾚﾄﾞﾆｿﾞﾛﾝﾅﾄﾘｳﾑ

　　　　 （水溶性ﾌﾟﾚﾄﾞﾆﾝ）

重大な副作用：・連用により眼圧上昇、後嚢白内障（眼のかすみ）、中心性漿液性網脈

　　　　　　　　絡膜症・多発性後極部網膜色素上皮症(視力の低下、ものがゆがんで

　　　　　　　　見えたり小さく見えたり、視野の中心がゆがんで見えにくくなる。中

　　　　　　　　心性漿液性網脈絡膜症では限局性の網膜剥離がみられ、進行すると広

　　　　　　　　範な網膜剥離を生じる多発性後極部網膜色素上皮症となる)をきたす。

　　　　　　　・心筋梗塞、脳梗塞、動脈瘤

その他の副作用：網膜障害

小児等への投与：頭蓋内圧亢進症状や高血圧性脳症があらわれることがある。

酢酸ｵｸﾄﾚｵﾁﾄﾞ（ｻﾝﾄﾞｽﾀﾁﾝ注） 併用注意：ｲﾝｽﾘﾝ製剤（血糖降下作用の増強による低血糖症状又は減弱による高血糖症

　　　　　　　　　　　状。併用する場合は血糖値その他患者の状態を観察。）

その他の副作用：鼓腸放屁、腹部膨満、LDH、γ-GTP、ﾋﾞﾘﾙﾋﾞﾝの上昇、注射部位の疼

　　　　　　　　痛、刺激感、刺痛、腫脹、灼熱感、発赤

過量投与：（海外）1.0mg単回静脈内投与により心拍数の一時的な低下、顔面潮紅、腹部

　　　　　　　　痙直、下痢、空腹感、嘔気がみられたとの報告あり

ﾀﾞﾅｿﾞｰﾙ（ﾎﾞﾝｿﾞｰﾙ錠） 併用注意：ｲﾝｽﾘﾝ製剤（高血糖症状があらわれることがある）

その他の副作用：γ-GTP、Al-P、CK上昇、血小板増多、血小板減少

ｸﾛﾗﾑﾌｪﾆｺｰﾙ＜膣錠＞

　　　　　　　（ｸﾛﾏｲ膣錠）

副作用：接触性皮膚炎

ｱｽﾋﾟﾘﾝ（ﾊﾞｲｱｽﾋﾟﾘﾝ） 併用注意：ｲﾌﾞﾌﾟﾛﾌｪﾝ（本剤の血小板凝集抑制作用を減弱する）

ｸﾞﾘﾒﾋﾟﾘﾄﾞ（ｱﾏﾘｰﾙ錠） 重大な副作用：溶血性貧血、無顆粒球症

その他の副作用：血小板減少、倦怠感、脱毛、頭痛、めまい

ｼｸﾛｽﾎﾟﾘﾝ

（ｻﾝﾃﾞｨﾐｭﾝ内用液･ｶﾌﾟｾﾙ・

　　注、ﾈｵ-ﾗﾙ内用液・ｶﾌﾟｾﾙ）

重大な副作用：・溶血性貧血、血小板減少

・筋肉痛、脱力感、CK上昇、血中及び尿中ﾐｵｸﾞﾛﾋﾞﾝ上昇を特徴とする

　横紋筋融解症

併用注意：ﾒｼﾙ酸ｲﾏﾁﾆﾌﾞ

その他の副作用：出血傾向（鼻出血、皮下出血、消化管出血、血尿）

ﾌﾞｽﾙﾌｧﾝ（ﾏﾌﾞﾘﾝ散） 重大な副作用：骨髄抑制

その他の注意：本剤を長期投与した患者に、急性白血病、骨髄異形性症候群（MDS）、

　　　　　　　固形癌等の二次発癌が発生したとの報告あり

ﾃｶﾞﾌｰﾙ･ｷﾞﾒﾗｼﾙ･ｵﾃﾗｼﾙｶﾘｳﾑ

（ﾃｨｰｴｽﾜﾝｶﾌﾟｾﾙ）

重大な副作用：溶血性貧血

その他の副作用：リンパ球減少

ﾒﾙｶﾌﾟﾄﾌﾟﾘﾝ（ﾛｲｹﾘﾝ散） 重大な副作用：汎血球減少、無顆粒球症、白血球減少、血小板減少、貧血等の骨髄抑制

その他の副作用：AST、ALTの上昇等肝機能検査値異常

併用注意：ﾜﾙﾌｧﾘﾝｶﾘｳﾑ（抗凝血作用が減弱。併用する場合には凝固能の変動に注意）

　　　　　ｱﾐﾉｻﾘﾁﾙ酸誘導体（ﾒｻﾗｼﾞﾝ、ｻﾗｿﾞｽﾙﾌｧﾋﾟﾘｼﾞﾝ等）（骨髄抑制起こるおそれあり）

その他の注意：本剤と他の抗悪性腫瘍剤を併用した患者に、急性白血病、骨髄異形成症

　　　　　　　候群（MDS）等の二次発癌が発生したとの報告あり

ｸｴﾝ酸ﾄﾚﾐﾌｪﾝ（ﾌｪｱｽﾄﾝ錠） 重大な副作用：肝機能障害、黄疸

その他の副作用：子宮内膜増殖

その他の注意：本剤による子宮体癌の報告あり

ﾎﾟﾙﾌｨﾏｰﾅﾄﾘｳﾑ（ﾌｫﾄﾌﾘﾝ注） 副作用：咳嗽、喀痰、血痰、呼吸困難、咽頭痛、無気肺、心窩部痛、食欲不振、悪心、

　　　　嘔吐、白血球増多、貧血、発熱、CRP上昇、潜血反応陽性、胸部痛、治療部位

　　　　の出血･疼痛、膣分泌物の増加

ｽﾊﾟﾙﾌﾛｷｻｼﾝ（ｽﾊﾟﾗ錠） 禁忌（追記）：ただし、妊婦又はその可能性のある婦人及び小児等に対しては、炭疽、ﾌﾞ

ﾙｾﾗ症、ｺﾚﾗ、ﾍﾟｽﾄ、野兎病、Q熱に限り、治療上の有益性を考慮して投与

すること。

使用上の注意：炭疽の発症及び進展抑制には、類薬であるｼﾌﾟﾛﾌﾛｷｻｼﾝについて米国疾病

　　　　　　　管理ｾﾝﾀｰ（CDC）が、60日間の投与を推奨している。

塩酸ｸﾘﾝﾀﾞﾏｲｼﾝ（ﾀﾞﾗｼﾝｶﾌﾟｾﾙ） 重大な副作用（類薬）：汎血球減少、血小板減少、AST、ALT、Al-P等の上昇を伴う肝

機能障害、黄疸、急性腎不全、ｱﾅﾌｨﾗｷｼｰ様症状

ﾘﾝ酸ｸﾘﾝﾀﾞﾏｲｼﾝ（ﾀﾞﾗｼﾝS注） 重大な副作用：ｱﾅﾌｨﾗｷｼｰ様症状、AST、ALT、Al-P等の上昇を伴う肝機能障害、黄疸、

　　　　　　　急性腎不全、汎血球減少、血小板減少

ﾄｼﾙ酸ﾄｽﾌﾛｷｻｼﾝ（ｵｾﾞｯｸｽ錠） 禁忌（追記）：ただし、妊婦又はその可能性のある婦人及び小児等に対しては、炭疽、ｺ

ﾚﾗに限り、治療上の有益性を考慮して投与すること。

使用上の注意：炭疽の発症及び進展抑制には、類薬であるｼﾌﾟﾛﾌﾛｷｻｼﾝについて米国疾病

　　　　　　　管理ｾﾝﾀｰ（CDC）が、60日間の投与を推奨している。

塩酸ｺｶｲﾝ（塩酸ｺｶｲﾝ） 妊婦、産婦、授乳婦等への投与：妊婦又は妊娠している可能性のある婦人には、治療上

　　　　　　　　　　　　　　　の有益性が危険性を上回ると判断される場合にのみ

　　　　　　　　　　　　　　　投与すること（動物試験で催奇形性作用の報告あり）



ﾚﾎﾞﾌﾛｷｻｼﾝ（ｸﾗﾋﾞｯﾄ錠） 禁忌（追記）：ただし、妊婦又はその可能性のある婦人及び小児等に対しては、炭疽等

の重大な疾患に限り、治療上の有益性を考慮して投与すること。

使用上の注意：炭疽の発症及び進展抑制には、類薬であるｼﾌﾟﾛﾌﾛｷｻｼﾝについて米国疾病

　　　　　　　管理ｾﾝﾀｰ（CDC）が、60日間の投与を推奨している。

併用注意：ｸﾏﾘﾝ系抗凝血薬（ﾜﾙﾌｧﾘﾝの作用を増強し、ﾌﾟﾛﾄﾛﾝﾋﾞﾝ時間の延長が認められ

たとの報告あり）

その他の副作用：筋肉痛

★新規常備医薬品　ＨＦ追補版　　　　平成1 4 年 4 月

１．新規常備依頼医薬品（合計 18 品目）

商 品 名 剤 形  規　 格  薬　価 会社名 　　　　　　　成　　分　　・　　薬　　効
要求

科

治験

科

削除

可能薬

ｱﾅﾍﾟｲﾝ

 0.2%

 0.75%

 注
200mg
 /100mL
    /袋
150mg
 /20mL/A

 1,834.0

 1,229.0

ｱｽﾄﾗ

ｾﾞﾈｶ

Ropivacaine HCl hydrate
局所麻酔剤

★ 長時間作用型で心毒性弱い

　　分離麻酔に優れる

　　　→運動神経遮断おこりにくい

　　保存剤非含有

    ※・0.2%：術後鎮痛（硬膜外）

       ・0.75%：麻酔（硬膜外，伝達）

麻酔 － －

ｴﾀｺｯﾄ 外用  300 枚

     /箱
　  －     
（600.0）

健栄 Ethanol
ｱﾙｺｰﾙ含浸綿

 ★調製の手間が省け衛生的

看護 － －

ｴﾎﾞｻﾞｯｸ Cap    30mg   149.6 第一 Cevimeline HCl hydrate
口腔乾燥症状改善剤（ｼｪｰｸﾞﾚﾝ症候群）

★ ﾑｽｶﾘﾝ受容体刺激

　　　→唾液分泌促進作動

２内 － ｻﾘﾍﾞｰﾄ

　

ｵｷｻﾛｰﾙ 軟膏 250μg
　/10g/本

  163.0
   （1g）

ﾏﾙﾎ Maxacalcitol
尋常性乾癬等角化症治療剤

　★活性型ﾋﾞﾀﾐﾝ D3 誘導体

皮膚 皮膚 －

ｵﾑﾆﾊﾟｰｸ

　　　300
　注 150mL

　　/ｼﾘﾝｼﾞ

24,400.0 第一 Iohexol
Ｘ線造影剤

★ 高速らせん CT の腹部造影で使用

　　　→ﾊｲ゙ｱﾙ製剤の移し替えより

　　　　　経済性が高く衛生的

放射 － －

ｸﾞﾘﾍﾞｯｸ Cap   100mg  3,474.4 ﾉﾊﾞﾙﾃｨ

ｽﾌｧｰﾏ

Imatinib mesilate
抗悪性腫瘍剤（慢性骨髄性白血病）

★ Bcr-Abl(CML の原因となる Ph 染

色体異常遺伝子)のﾁﾛｼﾝｷﾅｰｾﾞを

選択的に阻害  ＜ ｵ ｰ ﾌ ｧ ﾝ ﾄ ﾞ ﾗ ｯ ｸ ﾞ ＞

３内 － －

ｺﾝﾋﾞﾋﾞﾙ  錠 AZT
　：300mg
3TC
　：150mg

 2,064.6 ｸﾞﾗｸｿ

ｳｪﾙｶﾑ

Zidovudine・Lamivudine
抗 HIV 剤

★ ﾇｸﾚｵｼﾄﾞ系逆転写酵素阻害

　 配合剤　　　　　　＜ｵｰﾌｧﾝﾄ ﾞﾗｯｸ ﾞ＞

３内 － －

ﾀﾐﾌﾙ Cap    75mg  　396.3 日本

ﾛｼｭ

Oseltamivir phosphate
抗ｳｲﾙｽ剤

　　　（A・B型ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞｳｲﾙｽ感染）

★ ﾉｲﾗﾐﾆﾀﾞｰｾﾞ阻害作用

　　　→ｳｲﾙｽ増殖抑制

２内 － －

ﾃﾞｨﾌﾟﾘﾊﾞﾝ

　　　ｷｯﾄ

 注 500mg
 /50mL
 /ｷｯﾄ

 3,291.0 ｱｽﾄﾗ

ｾﾞﾈｶ

Propofol
全身麻酔・鎮静剤

★ ﾌﾟﾚﾌｨﾙﾄﾞｼﾘﾝｼﾞ製剤

 →TCI(Target Controlled
   Infusion)による投与で使用

麻酔 － －

ﾃﾞﾀﾝﾄｰﾙ 点眼 0.01%
   /5mL

 　347.0
 （1mL）

参天 Bunazosin HCl
緑内障・高眼圧症治療剤

 ★α1 受容体遮断作用

眼 眼 ｴﾋﾟｽﾀ

（製造

　　中止）

有馬 




２．剤形・規格追加医薬品　（合計 １０ 品目）

ﾋｭｰﾏﾛｸﾞ

　　　ｶー ﾄ

 注 300U
   /3mL

 1,879.0 日本

ｲｰﾗｲ

ﾘﾘｰ

Insulin lispro（遺伝子組み換え）

ｲﾝｽﾘﾝ製剤（ﾍﾟﾝ型注射器用）

★ 超速効型 →食後高血糖の改善

３内 ３内 －

ﾌｪﾐｴｽﾄ 貼付  4.33mg   226.0 ﾔｸﾙﾄ Estradiol
経皮吸収ｴｽﾄﾗｼﾞｵｰﾙ製剤

★ 長時間作用（3～4 日に１回貼付）

ﾉﾝｱﾙｺｰﾙ →皮膚刺激性少ない

産婦 産婦 ｴｽﾄﾗ

　ﾀﾞー ﾑ

　　TTS

ﾌﾘﾊﾞｽ  錠    50mg   149.0 旭化成 Naftpidil
排尿困難・尿閉用剤

★ α1 受容体遮断作用

割線入りで用量調節容易

泌尿 － －

ﾌﾟﾛｾｷ

    ｿｰﾙ

　錠 　　0.5mg 　　48.5 帝國

　臓器

Ethinylestradiol
抗悪性腫瘍剤（前立腺癌・閉経後乳癌）

★卵胞ﾎﾙﾓﾝ

　 腸溶性製剤

泌尿 － ﾎﾝﾊﾞﾝ錠

（製造

　　中止）

ﾎﾞﾅﾛﾝ  錠 　　　5mg   168.0 帝人 Alendronate Na hydrate
骨粗鬆症治療剤

★ﾋﾞｽﾎｽﾎﾈｰﾄ系

整形 － －

ﾓｰﾋﾞｯｸ Cap    10mg  94.5 第一 Meloxicam
ｵｷｼｶﾑ系非ｽﾃﾛｲﾄﾞ性消炎鎮痛剤

★COX-２阻害作用

　 １日１回投与

整形 － －

ﾚﾍﾞﾄｰﾙ Cap    200mg   966.6 ｼｪﾘﾝｸﾞ

 ・ﾌﾟﾗｳ

Ribavirin
抗ｳｲﾙｽ剤

★ INFα-2bとの併用でＣ型慢性肝炎

　　における抗ｳｲﾙｽ作用増強

１内 １内 －

商　品　名 剤 形  規　 格  薬　価 会社名 　　　　　　　成　　分　　・　　薬　　効
要求

科

治験

科

削除

可能薬

ｼﾝｸﾞﾚｱ  錠    10mg   331.1 万有 Montelukast Na
抗ｱﾚﾙｷﾞｰ剤

★ ｼｽﾃｲﾆﾙﾛｲｺﾄﾘｴﾝ受容体拮抗作用

　　１日１回投与

２内 － 　　－

5L 3,256.0ﾀﾞｲｱﾆｰﾙ

PD-4　1.5 UV ﾌﾗｯｼｭﾂｲﾝﾊﾞｯｸﾞ 1.0L
UV ﾌﾗｯｼｭﾂｲﾝﾊﾞｯｸﾞ 1.5L
UV ﾌﾗｯｼｭﾂｲﾝﾊﾞｯｸﾞ 2.0L

1,824.0
2,170.0
2,498.0

5L 3,392.0ﾀﾞｲｱﾆｰﾙ

PD-4　2.5

注

UV ﾌﾗｯｼｭﾂｲﾝﾊﾞｯｸﾞ 1.0L
UV ﾌﾗｯｼｭﾂｲﾝﾊﾞｯｸﾞ 1.5L
UV ﾌﾗｯｼｭﾂｲﾝﾊﾞｯｸﾞ 2.0L

1,882.0
2,205.0
2,533.0

ﾊﾞｸｽﾀｰ 腹膜透析液

★ 5L：大容量

　 →接続回数が減る

　 →感染の危険性減少

★ UV ﾌﾗｯｼｭﾂｲﾝﾊﾞｯｸﾞ

→１回の接続で注液・

 　廃液が可能

 →接触感染の危険性

　  減少

泌尿 － ﾀﾞｲｱﾆｰﾙ

PD-2，4
　１４品目

（表４

　参照）

ﾎｰﾑ APD ｼｽﾃﾑゆめｾｯﾄ

　　UV ﾌﾗｯｼｭ５ﾊﾞｯｸ用

　　－

(5,960)
ﾊﾞｸｽﾀｰ 腹膜透析用器具 泌尿 － PAC-X ｻ

ｲｸﾗ-ｾｯﾄ

有馬 


有馬 




３．切り替え医薬品　（合計 ５ 品目）

　　　※ｴﾎﾟｼﾞﾝ S 注，ﾐﾉﾏｲｼﾝ錠については事後報告のため既にオーダ可能

４．削除医薬品　（合計 １１７ 品目　＜本表： ３４ 品目＞＋＜別紙２： ８３ 品目＞  ）

商　品　名 剤 形  規　 格  薬　価 会社名 　　　　　　　成　　分　　・　　薬　　効
要求

科

治験

科

切り替え

薬

ｴﾎﾟｼﾞﾝ S  注 1,500U
/0.5mL/筒
3,000U
/0.5mL/筒

 3,431.0
 6,204.0

中外 Epoetin β

ﾋﾄｴﾘｽﾛﾎﾟｴﾁﾝ製剤（遺伝子組換え）

★ ｼﾘﾝｼﾞ製剤

　 ｾﾞﾗﾁﾝ非含有

 泌尿

　

－ ｴﾎﾟｼﾞﾝ

　ﾊﾞｲｱﾙ

ﾐﾉﾏｲｼﾝ  錠  　 50mg
　 100mg

  34.6
  73.6

日本ﾜｲ

ｽﾚﾀﾞﾘｰ

Minocycline HCl
★ﾃﾄﾗｻｲｸﾘﾝ系抗生物質

 薬剤 － ﾐﾉﾏｲｼﾝ

　　Cap

ﾑｺﾌｨﾘﾝ 吸入  2mL/A   76.8 ｴｰｻﾞｲ Acetylcysteine
★気道粘液溶解剤

 ２内 　－ ARB 液

（製造

　　中止）

商　品　名 剤　形 規 　格 削　　　　除　　　　理　　　　由

A.R.B 吸入 2mL 製　造　中　止

ｴｽﾄﾗﾀﾞｰﾑ TTS 貼付 2mg ﾌｪﾐｴｽﾄと切り替え削除

ｴﾋﾟｽﾀ 点眼 5mL/本 製　造　中　止

ｴﾎﾟｼﾞﾝ 注 1,500U ｴﾎﾟｼﾞﾝ S（1,500U）と切り替え削除

ｴﾎﾟｼﾞﾝ 注 3,000U ｴﾎﾟｼﾞﾝ S（3,000U）と切り替え削除

ｼﾉﾐﾝ 末 － 製　造　中　止

ﾀﾞｲｱﾆｰﾙ PD-2　1.5 注 0.5L
ﾀﾞｲｱﾆｰﾙ PD-2　2.5 注 0.5L

1.0L
ﾀﾞｲｱﾆｰﾙ PD-2　4.25 注 1.0L

1.5L
2.0L

ﾀﾞｲｱﾆｰﾙ PD-4　1.5 注 0.5L
1.0L

ﾀﾞｲｱﾆｰﾙ PD-4　2.5 注 0.5L
1.0L
1.5L

ﾀﾞｲｱﾆｰﾙ PD-4　4.25 注 0.5L
1.0L
2.0L

 ﾀﾞｲｱﾆｰﾙ PD-4 規格追加医薬品と切り替え削除

PAC-X ｻｲｸﾗｰｾｯﾄ

UV ﾌﾗｯｼｭ 6 ﾊﾞｯｸﾞ用ｾｯﾄ

器具 － ﾎｰﾑ APD ｼｽﾃﾑゆめｾｯﾄと切り替え削除

ﾀﾞﾙﾒｰﾄ Cap 15mg 製　造　中　止

ﾆｺﾁﾝ酸ｱﾐﾄﾞ 散 100mg/g 製　造　中　止

ﾉｲﾛﾋﾞﾀﾝ 細粒 － 製　造　中　止

ﾊﾞﾘﾀﾞｰｾﾞｵｰﾗﾙ 錠 － 製　造　中　止

ﾊﾞﾘﾀﾞｰｾﾞﾊﾞｯｶﾙ 錠 － 製　造　中　止

ﾌﾞﾘｶﾆｰﾙ 細粒 10mg/g 製　造　中　止

ﾌﾘﾊﾞｽ 錠 25mg ﾌﾘﾊﾞｽ錠（50mg）と切り替え削除

ﾌﾟﾚﾏﾘﾝ 注 20mg/V 製　造　中　止

ﾎﾝﾊﾞﾝ 錠 100mg 製　造　中　止

ﾐﾉﾏｲｼﾝ Cap 50mg ﾐﾉﾏｲｼﾝ錠（50mg）と切り替え削除

ﾐﾉﾏｲｼﾝ Cap 100mg ﾐﾉﾏｲｼﾝ錠（100mg）と切り替え削除

ﾘﾚﾝｻﾞ 吸入 － ﾀﾐﾌﾙ Cap と切り替え削除

ﾘﾝﾃﾞﾛﾝ VG 軟膏 30g 販　売　中　止

有馬 




P.291
アセチルシステイン　Acetylcysteine
★ムコフィリン　Mucofilin （エーザイ）

　　吸入液：2mL/A 薬価　 76.8

【効】次の疾患の去痰：慢性気管支炎、肺気腫、肺化膿症、肺炎、

気管支拡張症、肺結核、嚢胞性線維症、気管支喘息、上気道炎（咽

頭炎、喉頭炎）、術後肺合併症　次における前後処置：気管支造影、

気管支鏡検査、肺癌細胞診、気管切開術

【用】1 回 1～4mL を単独又は他の薬剤を混ぜて気管内に直接注

入するか、噴霧吸入する。

【重大な副作用】気管支閉塞　気管支痙攣【備考】ｱｾﾄｱﾐﾉﾌｪﾝ中毒に使用される

P.122
アレンドロン酸ナトリウム　水和物　Alendronate
Na Hydrate
★ボナロン　Bonalon （帝人）

　　錠〔劇〕：5mg 薬価　 168

【効】骨粗鬆症

【用】１日 1 回 5mg を起床時に水約 180mL とともに経口投与。

服用後少なくとも 30 分は横にならず、飲食並びに他の薬剤の経口

摂取を避けること。

【禁】食道狭窄またはアカラシア等の食道通過を遅延させる障害　30 分以上上体を起こしていることや立っていること

のできない患者　本剤成分あるいは他のビスホスホネート系製剤過敏症　低 Ca 血症【重大な副作用】食道穿孔　食道

狭窄　食道潰瘍　食道炎　食道びらん　胃潰瘍　十二指腸潰瘍【備考】ビスホスホネート系

P.52
メシル酸イマチニブ　imatinib mesilate
★グリベック　Glivec （ノバルティスファーマ）

　　Cap〔劇〕：100mg 薬価　 3474.4

【効】慢性骨髄性白血病

【用】慢性期：1 日 1 回 400mg を食後に経口投与　600mg まで

増量可　移行期又は急性期：1 日 1 回 600mg を食後に経口投与

800mg（400mg を 1 日 2 回）まで増量可

【禁】本剤成分過敏症　妊娠又はその可能性のある婦人【重大な副作用】白血球減少　好中球減少　血小板減少　貧血

出血（脳出血、硬膜下出血、消化管出血）　肝機能障害　黄疸　重篤な体液貯留（胸水、肺水腫、腹水、心膜滲出液、

うっ血性心不全）　肺炎　重篤な腎障害【備考】Bcr-Abl（CML の原因となる Ph 染色体異常遺伝子）のチロシンキナ

ーゼを選択的に阻害



P.82
エストラジオール　Estradiol
★フェミエスト　Femiest （ヤクルト）

　　貼付剤：2.17mg 薬価　 165.7
　　貼付剤：4.33mg 　　　226

【効】更年期障害及び卵巣欠落症状に伴う血管運動神経系症状

（Hot flush 及び発汗）

【用】433mg を 3～4 日毎に 1 回（週 2 回）下腹部に貼付。減量

する場合、2.17mg を 3～4 日毎に 1 回（週 2 回）下腹部に貼付。

【禁】エストロゲン依存性腫瘍（例えば乳癌、性器癌）及びその疑い　血栓性静脈炎、肺塞栓症の患者又はその既往　本

剤成分過敏症　妊娠又はその可能性のある婦人　ポルフィリン症で急性発作の既往【重大な副作用】アナフィラキシー

様症状　静脈血栓塞栓症　血栓性静脈炎【備考】長時間作用（3～4 日に 1 回貼付）　ﾉﾝｱﾙｺｰﾙ→皮膚刺激性が少ない

P.50
エチニルエストラジオール　ethinylestradiol
★プロセキソール　Prosexol （帝国臓器）

　　錠：0.5mg 薬価　 48.5

【効】前立腺癌、閉経後の末期乳癌（男性ホルモン療法に抵抗を

示す場合）

【用】1 回 1～2 錠を 1 日 3 回

【禁】エストロゲン依存性腫瘍（例えば乳癌、性器癌）及びその疑い　血栓性静脈炎、肺塞栓症の患者又はその既往【重

大な副作用】血栓症　心不全　狭心症【備考】腸溶性製剤　卵胞ホルモン

P.28
リン酸オセルタミビル　oseltamivir phosphate
★タミフル　Tamiflu （日本ロシュ）

　　Cap：75mg 薬価　 396.3

【効】A 型又は B 型インフルエンザウイルス感染症

【用】1 回 75mg を 1 日 2 回、5 日間

【警】本剤の必要性を慎重に検討すること。予防効能での使用は推奨されていない【禁】本剤成分過敏症【備考】ﾉｲﾗﾐ

ﾆﾀﾞｰｾﾞ阻害作用→ｳｲﾙｽ増殖抑制

P.374
マキサカルシトール　maxacalcitol
★オキサロール　Oxarol （マルホ）

　　軟膏〔劇〕：250μg/10g/本 薬価　 1556

【効】尋常性乾癬　魚鱗癬群　掌蹠角化症

【用】1 日 2 回適量を患部に塗擦

【禁】本剤成分過敏症【備考】活性型ビタミン D3 誘導体



P.325
塩酸セビメリン水和物　cevimeline hydrochloride
hydrate
★エボザック　Evoxac （第一）

　　Cap：30mg 薬価　 149.6

【効】シェーグレン症候群患者の口腔乾燥症状の改善

【用】1 回 30mg を 1 日 3 回食後に経口投与

【禁】重篤な虚血性心疾患（心筋梗塞、狭心症等）　気管支喘息及び慢性閉塞性肺疾患　消化管及び膀胱頸部閉塞　て

んかん　パーキンソニズム又はパーキンソン病　虹彩炎【重大な副作用】間質性肺炎の増悪【備考】ﾑｽｶﾘﾝ受容体刺激→

唾液分泌促進作動

P.28
リバビリン　Ribavirin
★レベトール　Rebetol （シェリング・プラウ）

　　Cap〔劇〕：200mg 薬価　 966.6

【効】INFα-2b との併用による次のいずれかの C 型慢性肝炎に

おけるウイルス血症の改善：血中 HCV RNA 量が高値の患者、INF
製剤単独療法無効患者又は INF 製剤単独療法後再燃患者

【用】INFα-2b と併用すること。1 日 600～800mg を朝夕食後投

与（60kg 以下：1 日 600mg［朝：200mg、夕：400mg］、60kg
を超える：1 日 800mg）　※INFα-2b は 1 日 1 回 600 万～1000
万国際単位を週 6 回又は週 3 回筋注

【警】催奇形成が報告されているので、妊娠又はその可能性のある婦人には投与しないこと。催奇形成及び精巣･精子の

形態変化等が報告されているので、妊娠する可能性のある女性患者及びパートナーが妊娠する可能性のある男性患者に

投与する場合、避妊させること。精液中への移行は否定できない。【禁】妊娠又はその可能性のある婦人　授乳中の婦人

本剤成分、ヌクレオシドアナログ（アシクロビル、ガンシクロビル、ビダラビン等）過敏症　異常ヘモグロビン症（サ

ラセミア、鎌状赤血球性貧血等）　慢性腎不全又はクレアチニンクリアランス 50mL/min 以下の患者　重度のうつ病、

自殺念慮又は自殺企図等の重度の精神病状態又はその既往　重篤な肝機能障害　自己免疫性肝炎【重大な副作用】貧血

ヘモグロビン減少　白血球減少　顆粒球減少　血小板減少　再生不良性貧血　抑うつ　自殺企図　幻覚　妄想　昏迷

攻撃的行動　重篤な肝機能障害　ショック　消化管出血　呼吸困難　喀痰増加　膀胱癌　大腸癌【備考】INFα-2b との

併用で C 型慢性肝炎における抗ｳｲﾙｽ作用増強



P.171
メロキシカム　Meloxicam
★モービック　Mobic （第一）

　　錠〔劇〕：5mg 薬価　 60.3
　　錠〔劇〕：10mg 　　　94.5

【効】次の疾患並びに症状の消炎･鎮痛：慢性関節リウマチ、変形

性関節症、腰痛症、肩関節周囲炎、頸肩腕症候群

【用】1 日 1 回 10mg 食後投与　1 日最高用量：15mg

【禁】消化性潰瘍　重篤な血液異常　重篤な肝障害　重篤な腎障害　重篤な心機能不全　重篤な高血圧症　本剤成分、

サリチル酸塩（アスピリン等）又は他の NSAIDs 過敏症　アスピリン喘息（NSAIDs 等による喘息発作の誘発）又はそ

の既往　妊娠又はその可能性のある婦人【重大な副作用】消化性潰瘍　吐血　下血等の胃腸出血　大腸炎　喘息　急性

腎不全　無顆粒球症　血小板減少　皮膚粘膜眼症候群（Stevens-Johnson 症候群）　中毒性表皮壊死症（Lyell 症候群）

水疱　多形紅斑　アナフィラキシー反応　アナフィラキシー様反応　血管浮腫　肝炎　重篤な肝機能障害【備考】オキ

シカム系　COX-2 阻害作用

P.30
ジドブジン・ラミブジン　zidovudine･lamivudine
★コンビビル　Combivir（グラクソ・ウェルカム）

　　錠〔劇〕：AZT：300mg/3TC：150mg 薬価　

2064.6

【効】HIV 感染症

【用】1 回 1 錠を 1 日 2 回経口投与

【警】ｼﾞﾄﾞﾌﾞｼﾞﾝにより、骨髄抑制があらわれるので、頻回に血液学的検査を行うこと。【禁】好中球数 750/mm3 未満

又はﾍﾓｸﾞﾛﾋﾞﾝ値が 7.5g/dl 未満　本剤成分過敏症　ｲﾌﾞﾌﾟﾛﾌｪﾝ投与中【重大な副作用】汎血球減少　貧血　白血球減少　好

中球減少　血小板減少　乳酸アシドーシス　膵炎　横紋筋融解症　ニューロパシー　錯乱　痙攣　てんかん様発作　心

不全【備考】ﾇｸﾚｵｼﾄﾞ系逆転写酵素阻害配合剤

P.335
塩酸ブナゾシン　bunazosin HCl
★デタントール　Detantol （参天）

　　点眼液：0.01%5mL 薬価　 1735

【効】次の疾患において、他の緑内障治療薬で効果不十分な場合：

緑内障、高眼圧症

【用】1 回 1 滴、1 日 2 回点眼

【禁】本剤成分過敏症【備考】α1受容体遮断作用



P.222
塩 酸 ロ ピ バ カ イ ン 水 和 物 　 Ropivacaine
hydrochloride hydrate
★アナペイン　Anapeine （アストラゼネカ）

　　注〔劇〕：200mg/100mL/袋薬価　 1834
　　注〔劇〕：150mg/20mL/A 　　　1229

【効】0.2%：術後鎮痛　0.75%：麻酔（硬膜外麻酔、伝達麻酔）

【用】0.2%：手術終了時に 6mL/h を硬膜外腔に持続投与、4～
10mL/h の範囲で適宜増減　0.75%（硬膜外麻酔）：1 回 20mL ま

でを硬膜外腔に投与　0.75%（伝達麻酔）：1 回 40mL までを目標

の神経あるいは神経叢近傍に投与

【禁】大量出血　ショック状態　注射部位又はその周辺の炎症　敗血症　本剤成分又はアミド型局所麻酔薬過敏症（伝

達麻酔のみ）【重大な副作用】ショック　意識障害　振戦　痙攣　異常感覚　知覚･運動障害【備考】長時間作用型で心

毒性弱い　分離麻酔に優れる→運動神経遮断おこりにくい　保存剤非含有

P.156

血球減少予防・治療剤

エ ポ エ チ ン β （ 遺 伝 子 組 換 え ） 　 epoetin
beta(genetical recombination)
★エポジン　Epogin （中外）

　　S 注〔劇〕：1500 単位/ｼﾘﾝｼﾞ 薬価　

　　　　　　3431
　　S 注〔劇〕：3000 単位/ｼﾘﾝｼﾞ 　　　6204
　　S 注〔劇〕：6000 単位/ｼﾘﾝｼﾞ 　　　11922

【効】(1)(1500・3000 I.U.のみ)透析施行中の腎性貧血　(2)（1500･
3000I.U のみ）連続携行式腹膜潅流(CAPD)施行中の腎性貧血　(3)
透析導入前の腎性貧血　(4)貯血量が 800 mL 以上で 1週間以上の

貯血期間を予定する手術施行患者の自己血貯血

【用】［静注］(1)1 回 3000 I.U.週 3 回緩徐に投与　維持量 1 回

1500 I.U.週 2～3回又は 1回3000 I.U.週2 回投与　最高1回3000
I.U.週 3回まで　(3)1 回6000 I.U.週1 回緩徐に投与　維持量1週

当たり 6000 I.U.以下で適宜調整　(4)手術前の自己血貯血時期に

1 回 6000 I.U.隔日週 3 回緩徐に投与　投与期間は予定貯血量が

800 mL の場合は術前2 週間1,200 mLの場合は術前3週間 　［皮

下注］(2)(3)1 回 6000 I.U.週 1 回投与　維持量 1 回 6000～
12000I.U. 2 週に 1 回投与　小児には 1 回 50～100 I.U./kg を週1
回投与　維持量 1 回 100～200 I.U./kg 2 週に 1 回投与

【禁】本剤又は他のエリスロポエチン製剤過敏症【重大な副作用】ショック　高血圧性脳症　脳梗塞【備考】ｾﾞﾗﾁﾝ非含

有



P.415

Ｘ線造影剤（ヨード製剤）

イオヘキソール　iohexol
★オムニパーク　Omnipaque （第一）

　　注 240：20mL/V 薬価　 2859
　　注 240：100mL/ｼﾘﾝｼﾞ 　　　13318
　　注 300：10mL/V 　　　1991
　　注 300：100mL/V 　　　15796
　　注 300：100mL/ｼﾘﾝｼﾞ 　　　16402
　　注 300：150mL/ｼﾘﾝｼﾞ 24400
　　注 350：100mL/V 17814

【効】240 ｼﾘﾝｼ ：゙四肢血管撮影,コンピュータ断層撮影における造

影,静脈性尿路撮影　　300 ｼﾘﾝｼﾞ：脳血管撮影,選択的血管撮影,四
肢血管撮影,ディジタル X 線撮影法による静脈性血管撮影,コンピ

ュータ断層撮影における造影,静脈性尿路撮影　　350：血管心臓

撮影(肺動脈撮影を含む),大動脈撮影,選択的血管撮影,四肢血管撮

影,ディジタル X 線撮影法による静脈性血管撮影,コンピュータ断

層撮影における造影,静脈性尿路撮影,小児血管心臓撮影(肺動脈撮

影を含む)　　240：コンピュータ断層撮影による脳槽造影,コンピ

ュータ断層撮影による脊髄造影,頸部脊髄撮影,胸部脊髄撮影,腰部

脊髄撮影　　300：コンピュータ断層撮影による脊髄造影,頸部脊

髄撮影

【警】ショック等の重篤な副作用あり　(尿路･血管用)脳槽･脊髄造影には使用しない【禁】ヨウ素又はヨウ素造影剤過敏

症　重篤な甲状腺疾患【原禁】一般状態の極度に悪い患者　気管支喘息　重篤な心障害　重篤な肝障害　重篤な腎障害

急性膵炎　マクログロブリン血症　多発性骨髄腫　テタニー　褐色細胞腫及びその疑い【重大な副作用】ショック　ア

ナフィラキシー様症状　腎不全　けいれん発作　肺水腫　血小板減少　神経系症状　麻痺　髄膜炎

P.347

α1－遮断薬

ナフトピジル　Naftopidil
★フリバス　Flivas （旭化成）

　　錠：50mg 薬価　 149

【効】前立腺肥大症に伴う排尿障害

【用】1 日 1 回食後 25 mg　1 日最高 75 mg まで

【禁】本剤成分過敏症



P.15

テトラサイクリン系

塩酸ミノサイクリン　minocycline hydrochloride
★ミノマイシン　Minomycin （ワイスレダリー）

　　錠：50mg 薬価　 34.6
　　錠：100mg 　　　73.6
　　顆粒：20mg/g 　　　27.1
　　注：100mg/V 　　　673

【用】［内］初回 100～200mg、以後１回 100mg を１日１～2 回

に分服　小児：1 日 2～4mg/kg を 1～2 回に分服　　［注］初回

100～200mg、以後１回 100mg を１日１～2 回点滴静注

【禁】テトラサイクリン系薬剤過敏症【重大な副作用】ショック　アナフィラキシー様症状　全身性紅斑性狼瘡(SLE)
様症状の増悪　皮膚粘膜眼症候群(Stevens-Johnson 症候群)　中毒性表皮壊死症(Lyell 症候群)　剥脱性皮膚炎　重篤な

肝機能障害　急性腎不全　間質性腎炎　呼吸困難　間質性肺炎　PIE 症候群　膵炎　けいれん　（注のみ）溶血性貧血

【備考】Ca、Mg、Al 系制酸剤・鉄剤で吸収低下

P.96

抗アレルギー剤

モンテルカストナトリウム　montelukast sodium
★シングレア　Singulair （萬有）

　　ﾁｭｱﾌﾞﾙ錠：5mg 薬価　 307.2
　　錠：10mg 　　　331.1

【効】気管支喘息

【用】10mg を 1 日 1 回就寝前　6 歳以上の小児：1 日１回 5mg
を就寝前に経口投与

【禁】本剤成分過敏症【重大な副作用】アナフィラキシー様症状　血管浮腫【備考】ｼｽﾃｲﾆﾙﾛｲｺﾄﾘｴﾝ受容体拮抗作用　ﾁ

ｭｱﾌﾞﾙ錠（口中で溶かすか、かみくだいて服用）



P.119

免疫抑制剤

シクロスポリン　ciclosporin
★ネオーラル　Ｎeoral （ノバルティス）

　　Cap〔劇〕：25mg 薬価　 398.9
　　液〔劇〕：100mg/mL 　　　1410.4/1mL

【効】（１）腎移植における拒否反応の抑制　（２）骨髄移植にお

ける拒否反応及び移植片対宿主病の抑制　（３）ベーチェット病

（眼症状のある場合）　（４）肝移植における拒否反応の抑制

（５）尋常性乾癬（皮疹が全身の 30%以上におよぶものあるいは

難治性の場合）　膿泡性乾癬　乾癬性紅皮症　関節症性乾癬

（６）再生不良性貧血（重症）　赤芽球癆　（７）ネフローゼ症

候群（頻回再発型あるいはステロイドに抵抗性を示す場合）

【用】（１）移植１日前から１日量 9～12mg/kg を１日２回に分服

以後１日 2mg/kg ずつ減量　維持量は 4～6mg/kg　（２）移植１

日前から１日量 9～12mg/kg を１日２回に分服　３～６カ月間継

続し、その後徐々に減量し中止　（３）１日量 5mg/kg を１日２

回に分服から開始し、以後１カ月毎に１日 1～2mg/kg ずつ減量又

は増量　維持量は 3～5mg/kg　（４）移植１日前から１日量 14
～16mg/kg を２回に分服　以後徐々に減量　維持量は 5～10mg
（５）１日量 5mg/kg を 2 回に分服　効果が見られた場合、１カ

月毎に１日 1mg/kg ずつ減量　維持量は 3mg/kg　（６）１日量

6mg/kg を 2 回に分服　（７）下記の用量を 2 回に分服［頻回再

発型］＜成人＞１日量 1.5mg/kg　＜小児＞１日量 2.5mg/kg　［ス

テロイド抵抗性］＜成人＞１日量 3mg/kg　＜小児＞１日量 5mg/kg
【警】サンディミュンから切り換える際にはシクロスポリンの血中濃度（AUC、Cmax）の上昇による副作用発現に注

意（バイオアベイラビリティが向上している）　本剤からサンディミュンへの切り換えは原則として行わない【禁】本

剤成分過敏症　タクロリムス　生ワクチン　妊娠又はその可能性のある婦人　授乳婦【原禁】神経ベーチェット病【備

考】安定した薬物動態が得られるよう改良



P.177

全身麻酔剤

プロポフォール　propofol
★ディプリバン　Diprivan （アストラゼネカ）

　　注〔劇〕：200mg/20mL/A 薬価　 1796
　　注〔劇〕：500mg/50mL/V 　　　2843
　　注〔劇〕：500mg/50mL/ｷｯﾄ 　　　3291

【効】(1)全身麻酔の導入及び維持　(2)集中治療における人工呼吸

中の鎮静

【用】 (1)＜TCI 機能を用いない方法＞導入：0.5mg/kg/10 秒の速

度で就眠が得られるまで静注。通常、2～2.5mg/kg。　維持：酸

素もしくは酸素・亜酸化窒素混合ガス、鎮痛剤（麻酔性鎮痛剤、

局所麻酔剤等）を併用すること。通常、4～10mg/kg/時。　＜TCI
機能を用いる方法＞導入：目標血中濃度 3.0μg/mL で静注を開始

し、開始 3 分後に就眠が得られない場合には 1 分毎に 1.0～2.0μ
g/mL ずつ目標血中濃度を上げる。通常、目標血中濃度 3.0～6.0
μg/mL、投与開始後 1～3 分で就眠が得られる。　維持：酸素も

しくは酸素・亜酸化窒素混合ガス、鎮痛剤（麻酔性鎮痛剤、局所

麻酔剤等）を併用すること。通常、目標血中濃度 2.0～5.0μg/mL。
(2)0.3 mg/kg/時の持続注入で静注を開始。通常、0.3～3mg/kg/時。

【禁】本剤成分過敏症　妊産婦【重大な副作用】低血圧　アナフィラキシー様症状　舌根沈下　一過性無呼吸　気管支

痙攣　てんかん様体動　重篤な徐脈　不全収縮　肺水腫　覚醒遅延　心室頻拍　心室性期外収縮　左脚ブロック　横紋

筋融解症　悪性高熱類似症状【備考】分割投与不可　ﾀﾞｲｽﾞ油及び精製卵黄ﾚｼﾁﾝ等を配合した脂肪乳剤　プレフィルドシ

リンジ製剤→ＴＣｌ（Target Controlled Infusion）による投与
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HF頁 コード 薬    品    名 剤   形 規    格 薬   　　　 効
  代 替 薬　 　★：同成分薬剤， ☆：投与経路が異なる同成分薬

剤
5 ｾﾌｱ71 セファメジンα 注 2g/V セフェム系抗生物質（第１世代） ★セファメジンα注（1g），   ★セファメジンαキット注（2g/生食100mL）
7 ｾﾌﾒ62 セフメタゾン 注 2g/V セフェム系抗生物質（第２世代） ★セフメタゾン注（1g）
8 ﾒｲｾ61 メイセリン 注 1g/V セフェム系抗生物質（第２世代） 　 セフメタゾン注（1g）

11 ｴﾎｾ41 エポセリン 坐 125mg セフェム系抗生物質（第３世代）    メイアクト細粒（100mg/g），   フロモックス細粒（100mg/g）
12 ｼｵﾏ61 シオマリン 注 1g/V セフェム系抗生物質（第３世代）    ファーストシン注（1g），   セフメタゾン注（1g）
12 ｾﾊﾄ61 セパトレン 注 1g/V セフェム系抗生物質（第３世代）    モダシン注（1g），   ファーストシン注（1g）
12 ﾔﾏﾃ61 ヤマテタン 注 1g/V セフェム系抗生物質（第３世代）    セフメタゾン注（1g）
24 ｲｿﾆ02 イソニアジド 末 － 抗結核剤 ★イスコチン錠（100mg)
37 ﾌｱｲ03 ５ＦＵ 錠 100mg 抗悪性腫瘍剤（代謝拮抗） ★５FU錠(50ｍｇ)
55 ｱｸﾌ62 アクプラ 注 50mg/V 抗悪性腫瘍剤 ★アクプラ注（10mg，100mg）
60 ｱﾘﾅ02 アリナミンＦ 錠 50mg ビタミンB１剤 ★アリナミンＦ錠（25mg）
61 ﾋﾄｷ01 ピドキサール 錠 10mg ビタミンB６剤 ★ピロミジン錠（10mg）
61 ﾌﾗﾋ61 フラビタン 注 10mg/1mL/A ビタミンB２剤 ★フラビタン注（20mg）
75 ｿﾙｺ62 ソルコーテフ 注 100mg/V 副腎皮質ホルモン剤 ★サクシゾン注（100mg）
90 ｸﾛﾙ61 クロール・トリメトン 注 10mg/1mL/A 抗ヒスタミン剤 ★ポララミン注（5mg）
96 ﾛﾒﾂ01 ロメット 錠 150mg 抗アレルギー剤    リザベンCap（100mg）

106 ﾀﾁｵ62 タチオン 注 200mg/A 中毒治療剤 ★アギフトールS注（200mg)
111 ﾚﾌﾄ03 レフトーゼ Sy 5mg/mL 消炎酵素製剤 ★レフトーゼ錠（30mg），   ★ノイチーム顆粒（100mg/g）
125 ﾌｴﾆ01 フェニルアラニン除去ﾐﾙｸ － 1.2kg/缶 特殊ミルク製剤 －
132 ｲﾝﾄ62 イントラリポス 注 10%/250mL/袋 脂肪酸製剤 　 イントラファット（10%/200mL），   イントラリピッド（20%/100mL）
133 ｱﾐﾆ62 アミニック 注 300mL 総合アミノ酸輸液  　アミパレン（200mL），   プロテアミン12X（200mL）
145 ｱﾄﾅ02 アドナ 散 100mg/g 止血剤 ★アドナ錠（10mg)
151 ｶﾙﾄ61 カルトキナーゼ 注 6万U/V 血栓溶解剤 ★ウロキナーゼ（6万U）
162 ﾆﾌﾗ01 ニフラン 錠 75mg プロピオン酸系消炎鎮痛剤    ロキソニン錠（60mg）
162 ﾐﾅﾙ01 ミナルフェン 錠 200mg プロピオン酸系消炎鎮痛剤    ロキソニン錠（60mg）
166 ｲﾝﾃ43 インテバン 坐 25mg アリール酢酸系消炎鎮痛剤 　 ボルタレン坐剤（25mg，50mg）
167 ﾐﾘﾀ01 ミリダシン 錠 90mg アリール酢酸系消炎鎮痛剤    インフリーＳ Cap（200mg）
170 ﾌｴﾙ42 フェルデン 坐 20mg オキシカム系消炎鎮痛剤    ボルタレン坐剤（25mg）
178 ﾛﾗﾒ01 ロラメット 錠 1mg ベンゾジアゼピン系催眠鎮静剤    レンドルミン錠（0.25mg），   リスミー錠（1mg）
182 ﾋｴﾙ02 幼児用ＰＬ 顆粒 1g/包 総合感冒剤 ★PL顆粒
184 ｿｾｺ61 ソセゴン 注 15mg/1mL/A 非麻薬性鎮痛剤 ★ペンタジン注（15mg）
185 ﾍﾝﾀ62 ペンタジン 注 30mg/1mL/A 非麻薬性鎮痛剤 ★ペンタジン注（15mg）
193 ﾈｵﾄ01 ネオドパストン 錠 100mg 抗パーキンソン剤 ★メネシット錠（100mg）
198 ｺﾝﾄ61 コントミン 注 10mg/2mL/A フェノチアジン系抗精神病剤 ★コントミン注（25mg）
207 ｾﾀﾌ01 セダプラン 錠 5mg ベンゾジアゼピン系不安剤    セルシン錠（2mg，5mg）
207 ﾚｽﾐ01 レスミット 錠 5mg ベンゾジアゼピン系不安剤    セルシン錠（2mg，5mg）
213 ﾃｼﾌ01 テシプール 錠 1mg 抗うつ剤    ルジオミール錠（25mg），   テトラミド錠（10mg）
218 ｴﾘﾙ62 エリルＳ 注 30mg/2mL/A 脳機能・代謝調整剤    -
221 ﾍﾙｶ61 ペルカミンS 注 0.3%/3mL/A 局所麻酔剤（脊椎麻酔）    マーカイン注脊麻用（0.5%）
223 ｺﾘｵ01 コリオパン Ｃａｐ 5mg 鎮痙剤    ブスコパン錠（10mg）
228 ﾘﾝﾗ01 リンラキサー 錠 125mg 中枢性骨格筋弛緩剤    ミオナール錠（50mg），   テルネリン錠（1mg）
235 ﾈｵﾌ01 ネオフィリン 錠 100mg キサンチン類 ★ネオフィリン末
237 ｶﾀﾎ61 カタボンLow 注 200mg/200mL/V 強心剤 ★プレドパ（200mg)
237 ｶﾀﾎ62 カタボンHｉ 注 600mg/200mL/V 強心剤 ★プレドパ（600mg)
240 ﾋﾎｸ61 ヒポクライン 注 1.2mg/3mL/A 視床下部ホルモン剤 －
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241 ﾆﾄﾛ02 ニトロール 錠 5mg 冠血管拡張剤    ニトロペン錠（0.3mg）
263 ｵｲﾃ01 オイテンシン Ｃａｐ 40mg 利尿剤 ★ラシックス錠（40mg）
263 ﾙﾈﾄ01 ルネトロン 錠 1mg 利尿剤    ダイアート錠（60mg），   ラシックス錠（40mg）
270 ﾘﾎｸ01 リポクリン 錠 200mg フィブラート系高脂血症治療剤    ベザトールSR Cap（200mg），   リパンチルCap（150mg）
273 ﾊﾙｸ61 パルクス 注 5μg/1mL/A 末梢血管拡張・循環改善剤 ★リプル注（10μg）
277 ｴﾎﾁ01 エホチール 錠 5mg 血管収縮剤    リズミック錠（10mg），　メトリジン錠（2mg）
281 ﾍﾛﾃ42 ベロテックエアゾル 吸入 0.2%/10mL 気管支拡張剤（β刺激）    メプチンエアー（5mL）
289 ｽﾄﾒ41 ストメリンＤエアゾル 吸入 5mL 気管支拡張剤（β刺激＋ステロイド）   メプチンエアー（5mL）
303 ｶｲﾄ02 カイトリル 細粒 2mg/0.5g/包 制吐剤（5-HT3受容体拮抗） ★カイトリル錠（1mg），   ゾフランSy（0.5mg/mL）
304 ｶｽﾄ01 ガストロゼピン 錠 25mg 消化性潰瘍治療剤    コランチル細粒，   メサフィリン末
311 ｷﾔﾍ01 キャベジンU 錠 － 消化性潰瘍治療剤 ★キャベジンU散
312 ｱﾗﾝ01 アランタ 細粒 － 消化性潰瘍治療剤 　 アルサルミン細粒
320 ﾌﾚﾃ41 プレデックス 点耳 15mL 耳鼻科用抗菌剤（ステロイド含有） 　 眼科耳科用リンデロンA液
323 ｵﾗﾄ42 オラドールトローチ 錠 0.5mg 咽頭炎等治療剤    ＳＰトローチ錠（0.25mg）
326 ｹﾅﾛ41 ケナログ 軟膏 0.1%/5g 口内炎等治療剤    デキサルチン口腔用軟膏（0.1%/5g）
327 ｱﾌﾀ41 アフタゾロン 軟膏 0.1%/3g 口内炎等治療剤 ★デキサルチン口腔用軟膏（0.1%/5g）
329 ｻﾝﾃ41 サンテマイシン 点眼 0.3%/5mL 眼科用抗菌剤（アミノグリコシド系）   パニマイシン点眼液（0.3%/5mL）
334 ﾀﾁｵ41 タチオン 点眼 2%/5mL 白内障治療剤    カタリン点眼液（0.005%/15mL），   カリーユニ点眼液（0.005%/5mL）
335 ﾐｹﾗ41 ミケラン 点眼 1%/5mL 緑内障治療剤    チモプトール点眼液（0.25%/5mL，0.5%/5mL）
339 ﾌﾗﾋ41 フラビタン 点眼 0.05%/5mL ビタミンB２剤 －
355 ﾌﾙｺ41 フルコート クリーム10g 副腎皮質ホルモン外用剤（Strong)    メサデルムクリーム（5g）
355 ﾌﾙｺ43 フルコート 軟膏 5g 副腎皮質ホルモン外用剤（Strong)    ボアラ軟膏（5g），   リンデロンV軟膏（5g）
355 ﾌﾙｺ45 フルコート 液 10mL 副腎皮質ホルモン外用剤（Strong)    リンデロンVローション（5mL）
357 ｱﾙﾒ41 アルメタ 軟膏 5g 副腎皮質ホルモン外用剤（Mild）  　レダコート軟膏（5g）
358 ﾚﾀｺ41 レダコート クリーム5g 副腎皮質ホルモン外用剤（Mild） ★レダコート軟膏（5g）
359 ﾄｸﾀ41 トクダームテープ 貼付 7.5cm×10cm 副腎皮質ホルモン外用剤 ★ドレニゾンテープ
363 ﾍｼｶ41 ベシカム クリーム5%/10g 非ステロイド性消炎鎮痛外用剤    トパルジック軟膏（10g）
371 ﾊｽﾀ41 パスタロンソフト 軟膏 20g 皮膚軟化剤 ★ウレパール軟膏（20g）
382 ｶﾝﾏ62 ガンマベニンＰ 注 0.5g/V 血液製剤    献血ベニロンⅠ（0.5g/V）
382 ｶﾝﾏ63 ガンマベニンＰ 注 2.5g/V 血液製剤    献血ベニロンⅠ（2.5g/V）
388 ﾀｺｺ41 タココンブ 外 9.5cm×4.8cm 手術用剤（局所止血） ★タココンブ（4.8cm×4.8cm）
389 ﾃｲｼ41 ティシール 液 1mL 手術用剤（局所止血） ★ティシール（2mL）
404 ﾒﾄﾋ01 メトピロン Ｃａｐ 250mg 診断用剤 －
412 ｳﾛｸ63 ウログラフィン 注 76%/20mL/A Ｘ線造影剤（ヨード） ★ウログラフィン注（60%/20mL)
434 ﾎﾗｻ42 ボラザＧ 軟膏 2.4g 痔疾患治療剤 ネリプロクト軟膏（2g），   ★ボラザＧ坐剤
－ － サイクラーセット（４バック用）－ － － －
－ － サイクラーセット（ﾃﾞｨｽｺﾈｸﾄ用）－ － － －
－ ﾃﾀｼ41 デタージサイド 液 － 消毒剤 －


